

























１ 　本論文は、第 20 回日韓・日朝交流史研究会（2009 年 11 月 27 日）での研究発表（「朝鮮語研究























雑誌 朝鮮文朝鮮語講義録（1924.9.-28.9.　12 号 3 回）














































た 1929 年頃 4、または『講義録』第 3 回の刊行が終わった 1928 年頃を境に、この団体の
性格及び活動の内容が教育を中心としたものから出版に重点をおくものへと変化したこと
を示した。この団体の活動期間から見ると、朝鮮語教育用の雑誌刊行による「教育活動」




４ 　1930 年から 1933 年まで発行されていた『中等朝鮮語講座』は、『講義録』と『月刊雑誌朝鮮語』
に続いて発刊された雑誌と思われる。しかし、月刊誌としての形態を維持することができず、また
連載していた記事も完結していない事から、失敗に終わったものと推測される。また、『月刊雑誌
朝鮮語』第 30 号の題言によると、1928 年 3 月の時点で会員数が急減したという。それらをふまえ
て推測するとするならば、教育活動の機能は既に 1928 年で失われていた可能性もある。
５　植田（2009a、2010）参照
























に活動していたのは、初期の 5 ～ 6 年間のみである。1930 年代以降は、教育活動よりむ
しろ出版活動がこの団体の中心的な活動であったとも言えよう。
３．朝鮮語研究会の教育内容
　朝鮮語研究会の規程は、『講義録』第 1 回第 1 号に掲載されているものが初版と見られる。
その後、『講義録』第 1 回第 10 号に改定版の規程が掲載され、『講義録』第 2 回の発刊と











６ 　研究会発表の時点では、1926 年 10 月から刊行された『講義録』第 2 回の原本は確認できていなかっ






　「朝鮮語研究会」の活動目的については、『講義録』第 1 回第 1 号・第 10 号と第 2 回第





































































　『講義録』第 1 回8の「雑纂」の内容のうち奨励政策と関連のあるものを整理すると表 4
のようになる。
 



























































　表４から分かるように、第 12 号までの「雑纂」計 254 頁のうち、奨励試験のみならず
官吏対象の様々な試験と関連がある記事が 127 頁を占めている。この数字は、各種朝鮮語
























感想」など 5 頁半、合格者名簿など 5 頁と「問題集」に収録されていない「第二種試験問
題（大正十五年十一月十九日、二十日）」6 頁、「第一種試験問題（昭和二年一月十一、十二日）」
8 頁、「第三種試験問題（昭和二年六月九日）」3 頁など、「問題集」と合せて合計 107 頁以
上が試験関連記事で構成されていることが分かる。







　この主張を裏付ける根拠として、『月刊雑誌朝鮮語』第 12 号（1927. 6：63）に掲載され
た舎廊房の記事に注目したい。以下の内容は『講義録』第 2 回の刊行に当って「新講義録
と旧講義録との差異如何」について質問した読者（第 1 回の卒業者）への回答である。













































科目が多種あることが特徴的である。また、最初の規程では 8 科目あったものが 1 次改定














































　　 「解釈」は 1 ～ 2 行の文を朝鮮語から日本語に訳すものと、日本語から朝鮮語へ訳す
もの（……）
　　「訳文」は 1 ～ 2 行の文を朝鮮語から日本語へ、日本語から朝鮮語へ訳すもの（……）





り、② listening や speaking の言語機能 15 まで評価の対象とし、③試験科目が細分化して
いた、といえる。
　このような試験科目のあり方が「朝鮮語研究会」の教育内容を決定していたものと思わ
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